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ハウを継承した、検像システム I-PACS QA の主
な特徴をまとめると、以下のようになります。 
① Quality Assurance 
「オーダー情報と画像情報の整合性」 
② Quality Control 
「一定品質・画像クオリティの確保」 
③ Workflow Improvement 
「ワークフロー／運用改善」 
④ Risk Management 
「危機管理／回避」 

























































































 I-PACS QA はゲートウェイとしても機能する
能力を搭載しており、多数のモダリティ画像を
受信／送信をこなせるスペックを持ち合わせ



























 コミュニケーション機能を搭載した I-PACS 



















































   図４ 修正履歴管理画面 
 
撮影者が“ベスト”と判断した画像も、検像
者にかかれば“やり直し”や“もう少し頑張り
ましょう”などの意図や思考など、様々なシチ
ュエーションがあると思います。誰が・いつ・
どの様な修正操作を行ったのか？をログレベ
ルでは無く、見やすい形でご提供が可能ですの
で 
院内でミーティングをする際、「なぜこうなっ
たか」の議論をする材料の一つにお役立て頂け
る機能だと考えております。セキュリティ管理
者の立場から、まとめて管理したいなどの要求
にお応えし、より詳細な情報を CSV ファイルな
どに出力可能ですので、二次利用をお考えの管
理者様にもお勧めの機能です。 
この様な院内の QC 活動による業務ロスの改
善は最終的に患者様へ向けたスループットの
向上へつながり、経営面においても効果のある
取り組みになれると感じております。 
 
 
未来への期待◆
 
 弊社が描く検像システムのコンセプトは【不
確かな情報を配信しない】、つまり関所にいる
様な“屈強な門番”がイメージに近いかも知れ
ません。ですがデジタルであるがゆえ、【不確
か】でも何かの拍子には瞬時に送れてしまうこ
の時代に、リスクをセキュリティに変える為に
は更なる工夫を検討しなくてはならないと感
じております。そのためにはアプリケーション
／ハードウェア／効率化の観点など様々な着
眼点で今後の開発を見つめなければならない
と考えております。今後も弊社のイノベーショ
ンが病院経営まで結び付けられる様な製品開
発になるよう目指して行きたいと考えます。 
 
最後に◆
 
今まで紹介した機能を駆使しながら、I-PACS 
QAにDICOM画像を通すだけでもリスクを防ぐ効
果があります。しかしながら、自動で判別する
完全機械任せでは本当のリスクマネージメン
トにつながるかとどうかはいささか疑問に思
われます。ある程度のオートメーションと人間
の厳しい目を２つ持つことで、本当の意味で
“検像システム”になりうる物と考えておりま
す。“マシンを入れたから安心“では無く、使
用者のセキュリティポリシーの平準化や意識
の基になれるよう、検像システムがお役立て出
来れば幸いです。 
 
※ 掲載しております画面イメージは、投稿時
には開発中の画面も含まれておりますので、発
売時点の画面イメージと異なる場合がござい
ます。 
 
 
